
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 プログラム名 学科・部門 

事業１ 

1-1 いきいき健康街づくりの推進 自然科学部門 

1-2 地域企業との連携による地域を担う機械技術者の育成 機械工学科 

1-3 地域企業との連携による地域を担う電気技術者の育成 電気情報工学科 

1-4 地域企業との連携による地域を担うメカトロ技術者の育成 電子制御工学科 

1-5 京都の工務店、設計事務所、自治体との連携による地域を担う建築技術者の育成 建設システム工学科 

1-6 京都府の社会基盤メンテナンスを担う建設技術者の育成 建設システム工学科 

事業２ 

2-1 「まちづくり」計画の学習と立案 人文科学部門 

2-2 京都府北部の埋もれた文化財の発見と活用 人文科学部門 

2-3 巡礼学びのプログラム 人文科学部門 

事業３ 

3-1 防災教育と理科教育 自然科学部門 

3-2 電気電子工作、プログラミング 電気情報工学科 

3-3 小中学生ロボコン大会 電子制御工学科 

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する 

事業２ 地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 

事業３ 地域への公開講座を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 



 
 

   

  
今年度は、地域課題「健康寿命の延伸のための

運動支援」に取り組みました。 

(1) 高血圧症の人への運動支援 

高血圧症は生活習慣病の代表的なものであり、国

民病とも呼ばれています。実証実験に参加した市民

にも高血圧症が散見され、市民の健康寿命延伸には

高血圧に対する運動効果を示すことが重要です。高

血圧症の市民を対象にした運動支援をするための基

礎実験を行いました。 

(2) 「Wearable 血圧計」 

「Wearable 血圧計」を用い、血圧の日動変化お

よび運動時の血圧変化を測定しました。本システム

により血圧の変化を容易に早く気づくことができる

ことから、安全に運動ができ、運動効果を確かめら

れることが分かりました。 

 

実 施 内 容 

 

舞鶴工業高等専門学校 

１－１ いきいき健康街づくりの推進 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

 

電気情報工学科 

中川研 

小野伸一郎 

中川重康  

   

自然科学部門 

電気情報工学科 
学科・部門 

担当教員 

対象学生 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元度の取り組み 

■ 血 圧 の 日 動 変 化 

■ 運 動 風 景 

 

■ ウ ェ ア ブ ル 血 圧 計 
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機械工学科では、職業意識の向上に資するため、ま

た職業選択に役立つ知見を得ることを目的として工場

見学を実施しました。 

●工場見学概要

株式会社イシダ

令和２年１月７日  機械工学科４年生28名 

令和２年１月27日  機械工学科３年生36名 

令和２年１月７日に（株）イシダの滋賀事業所を機

械工学科４年生が見学しました。会社概要の説明を受

けたのち、本校卒業生によるキャリア経験に基づく機

器開発の講演を聴講、つぎに、工場の見学をしまし

た。その後、本校卒業の若手ＯＢの方３名との懇談会

が催され、活発な交流ができたようで、進路選択の参

考になったようです。 

１月27日には同じ（株）イシダの滋賀事業所を機械

工学科３年生も見学しました。 

海上自衛隊舞鶴地方隊 補給艦「ましゅう」 

令和２年１月16日  機械工学科３年生26名 

令和２年１月16日に海上自衛隊舞鶴地方隊の補給艦

「ましゅう」を機械工学科３年生が見学しました。主

に技術職に関する部署を見学しました。工作室には、

旋盤やボール盤等が一緒になった工作機械があり、沢

山の工具も揃っており、航海中でも艦の応急的な修理

ができることが印象的でした。 

ＳＥＣカーボン株式会社 京都工場 

令和２年２月21日  機械工学科２年生44名 

令和２年２月21日にＳＥＣカーボン株式会社の京都

工場を機械工学科２年生が見学しました。会社概要の

説明を受けたのち、カーボン製品の生産現場を見学し

ました。見学の合間には、高専の学生らしい技術的な

質問も出て、有意義な工場見学となりました。 

このように、地元企業の見学を通して、地域志向マ

インドの醸成に寄与することができました。

実 施 内 容 

舞鶴工業高等専門学校 

１－２ 地域企業との連携による

地域を担う機械技術者の育成

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

学科・部門 機械工学科 

担当教員 機械工学科教員 

対象学生 機械工学科 

２，３，４年生 

■（株）イシダの見学（4年生）

■海上自衛隊舞鶴基地の見学

■ＳＥＣカーボン（株）の見学
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３年生後期の授業科目「電気情報工学実験ⅡB」で

は、実験テーマの１つとして、東舞鶴駅前イルミネー

ションの製作・設置を配置し、舞鶴市のイルミネーシ

ョン事業に協力しています。イルミネーションの製作

及び製作物の設置時には、電線の接続や配線工事が伴

います。またこれらの作業を行うための工具や配線器

具などに関する知識も必要となります。電気情報工学

科では、電気工事士の資格を所有する教職員を中心と

し、電気工事に関する勉強会を開催し、この事業に必

要となる知識を修得しています。今年度も、ここで得

た知識を活かして、写真１のような製作物を自分達の

手で設置しました。 

４年生前期の授業科目「創造工学」では、舞鶴市や

地域社会と連携し、地域の課題解決に取り組んでいま

す。その取り組みの１つとして、地域イベントで利用

できるアプリケーションの製作を行いました。写真２

は製作したアプリケーションであり、ハリーポッター

風に改良したものを、本校の高専祭に展示し、来場者

の方々に楽しんでもらいました。 

視覚障碍者の方々が単独歩行時に人などと衝突する

ことを回避するためのシステムを卒業研究で開発しま

した。小型パソコンに取り付けたカメラモジュールと

演算補助装置により、リアルタイムでの障害物検出が

可能となりました。また骨伝導イヤホンにより画像内

にいる人の人数と、人のおおよその場所を利用者の方

に通知することができます。本システムを福祉機器の

展示会に出展しました（写真３）。 

これらの取り組みを通して、電気工学や情報工学の

分野で、地域に貢献できる技術者としての能力を育成

することができました。 

 

実 施 内 容 

 

舞鶴工業高等専門学校 

１－３ 地域企業との連携による 

地域を担う電気技術者の育成 

 

■写真３：人物の検出結果 

 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

 

電気情報工学科 

３，４，５年生 

中川重康 片山英昭 

内海淳志 舩木英岳 

丹下 裕 七森公碩 

芦澤恵太 

電気情報工学科 学科・部門 

担当教員 

対象学生 

■写真２：製作したアプリケーション 

■写真１：イルミネーション 

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 
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実 施 内 容 

 

電子制御工学科 

４年生 

仲川 力、町田秀和 

若林勇太、藤司純一 

電子制御工学科 

 

学科・部門 

担当教員 

対象学生 

■学生が製作したロボット 

 

■ ロ ボ ッ ト 競 技 会 

■ロボット製作中 

■学生が製作したロボット 

 

電子制御工学科では、メカトロニクス技術者を育

成するために、半年間にわたるロボット製作と競技

を４年生科目「創造設計プロジェクト」に取り入れ

ています。 

本事業では、この科目において京都府内の企業技

術者を招聘し、アドバイスを受けながらロボット開

発を行うことにより、学生の地域指向マインドを強

化しました。令和元年度は前年度に引き続き、オム

ロン株式会社綾部工場から本校ＯＢを含む技術者を

招聘しました。 

「アイデア出しプレゼン」では、各班が製作する

ロボットのアイデアを説明し、企業技術者からアド

バイスをいただきました。 

事業紹介の後、実際の現場におけるスケジューリ

ング管理について講義を受けました。さらに、各班

のアイデアを実現するため、レーザー加工機や３Ｄ

プリンタを利用した筐体の製作とモータ駆動や遠隔

操作を行うための回路製作を行いました。 

最終日の「ロボット競技会」では、企業技術者に

完成したロボットを披露し、半年間の成果に対する

講評をいただきました。 

舞鶴工業高等専門学校 

１－４ 地域企業との連携による 

地域を担うメカトロ技術者の育成 

 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取組み 
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舞鶴市役所の各課、工務店、設計事務所と共

に様々な地域の課題に取り組みました。 

ＵＩターン者の為の移住お試し住宅を設計・

施工監理を行い実際に完成させました。また、

公共建築物のリノベーション計画、建築の保存

活用に関する研究、橋梁の改築案の提案、文化

財建築の耐久性の評価、地域防災に関する提

案、地域の都市計画マスタープランの３ＤＣＧ

化などに取り組みました。 

これらの取り組みは、舞鶴市政記念館におい

て「まいづる土木・建築フォーラム」で一般市

民にも公開しました。 

 

実 施 内 容 

 

舞鶴工業高等専門学校 

１-５京都の工務店、設計事務所、自治体と

の連携による地域を担う建築技術者の育成 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

 

建設システム工学科 

５年生 

尾上 亮介 

建設システム工学科 

全教員 

建設システム工学科 学科・部門 

担当教員 

対象学生 

■まいづる土木・建築フォーラム 

口頭でのプレゼンテーション風景 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

■まいづる土木・建築フォーラム      パネルセッションでのプレゼンテーション風景 
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8 月 26 日(月)から 30 日（金）の 5 日間にわた

り、社会基盤メンテナンス教育センター及び舞鶴市

内橋梁現場において、本センターが開発に取組んで

いる教育コンテンツの実証・検証を行いました。本

教育カリキュラムは、e+iMec 講習会【基礎編（橋

梁点検）】のカリキュラムを基にしており、工業高

等専門学校生向けに発展させたものです。検証モニ

ターとして、長岡工業高等専門学校、徳山工業高等

専門学校、福島工業高等専門学校、木更津工業高等

専門学校、明石工業高等専門学校、呉工業高等専門

学校、和歌山工業高等専門学校、阿南工業高等専門

学校から計 18 名の高専生が参加しました。１日目

に参加者の交流や座学、劣化サンプルを用いた実習

を行いました。2 日目は舞鶴市内橋梁においてコン

クリート橋の現場実習と維持管理計画立案演習、3

日目に舞鶴市内橋梁において鋼橋の現場実習と詳細

調査手法を行いました。4 日目にクレインブリッジ

での現場演習、本カリキュラムで実習した内容をプ

レゼンテーションにして発表しました。5 日目に学

修到達度確認試験を実施しました。 

これを踏まえて、11月 30日（土）から12月 1日

（日）の 2 日間にわたり、民間企業の技術者も交え

て舞鶴高専建設システム工学科の５年生を対象に、

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【基礎編（橋梁点検）】を開催

しました。対象学生は将来インフラのメンテナンス

に係る可能性があり講習会の受講を希望した学生４

名が参加しました。これらの学生に対して、インフ

ラの維持管理に必要な知識と技能を修得してもらい

ました。 

実 施 内 容 

 

■ 1 1 月に実施した e + i M e c 講習会 

 

建設システム工学科 

５年生 

 

玉田 和也 

 

建設システム工科 学科・部門 

担当教員 

対象学生 

■舞鶴クレインブリッジの見学 

 

■ e + i M e c 検 証 講 習 会 の 様 子 

舞鶴工業高等専門学校 

１-６ 京都府の社会基盤メンテナンスを担う

建設技術者の育成 

事業１ 地域の企業や自治体と連携して地域を担う人材育成を推進する  

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

専攻科 

建設工学コース１,２年生 
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本プログラムでは、本校の所在地である舞鶴市を

中心的な素材として、地域の現状と課題、地域活性

化に向けた取り組みの事例や、地域への住民自身の

関わり方について、主体的に学んでもらいました。 

（１）地域の現状や舞鶴市について調べよう！ 

全国に存在する特徴的な「条例」を探す、地方や

舞鶴市で行われている特色ある政策を評価する、な

どの課題を通じて、地域の現状や先進的な取り組み

を学びました。その上で、「舞鶴市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」の紹介や学生自身の調査によ

り、舞鶴市の現状と課題、そして現在の取り組みに

ついて理解を深めました。さらに、舞鶴商工会議所

でも活動されている志摩機械株式会社代表取締役社

長 志摩敏樹様にご講演をいただき、地域経済が直

面する課題と展望についてお話をいただきました。 

（２）地域活性化案の作成とプレゼンテーション 

上記の学習を踏まえ、数名のグループで舞鶴市を

活性化させるための企画を練り上げてプレゼンテー

ションを行い、外部評価者（経済界・行政・メディ

ア関係者）に評価・コメントをいただきました。企

画の立案や報告を通じて、地域の実情と課題、そし

て住民参加のあり方を、より具体的にイメージして

もらえたものと思います。 

（３）数名のグループ同士による討論会 

学生自身による主体的な学びや、学生同士での率

直な議論を促すため、学生が関心を持ち、かつ賛否

の分かれるテーマ（地方行政をはじめ、法・政治・

経済に関する時事問題）について、グループ対抗の

討論会を行いました。こうした取り組みを通じて、

多様な見解があることを理解・体感するとともに、

相手方の意見を尊重しつつ、論理的に議論を行うた

めのスキルを身につけてもらえればと考えていま

す。 

■志摩機械株式会社代表取締役社長 

志摩敏樹氏による講演会の模様（上・下） 

■プレゼンテーション大会において最も高い評価を得た 

地域活性化案「林アスロン計画」の報告資料（抜粋） 

地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 

２-１「まちづくり」計画の学習と立案 

事業１ 地域の学習と研究を通じて学生の地域指向マインドを向上させる 

本科５年生 

 

実 施 内 容 

 児玉圭司 

人文科学部門 学科・部門 

担当教員 

対象学生 

舞鶴工業高等専門学校 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

事業２ 

 

 

 

地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 
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 ２０１９年度は、舞鶴引揚記念館と連携し、ＡＲ

技術を用いた展示の充実という課題に取り組みまし

た。 

 太平洋戦争終結後、舞鶴は、１９４５年から１９

５８年の１３年間、大陸からの引揚港としての役割

を果たしました。舞鶴引揚記念館は、シベリアでの

抑留生活や引揚の様子を知ることのできる資料な

ど、様々なものが展示されています。 

学生たちが注目したのは、近年設置された抑留生

活体験室です。これは、体験者の回想記録画などを

もとに収容所を再現したもので、当時の苦しい抑留

生活の雰囲気を知ることができます。しかし、この

展示室は雰囲気を大切にするため、展示キャプショ

ンを置くことができません。学生たちはこの点を、

ＡＲ技術を用いたアプリケーションを開発すること

によって改善することを考えました。 

 学生たちは舞鶴引揚記念館に何度も足を運び、学

芸員の方々から展示の内容や意図、これからの博物

館の方向性などを教えていただきました。それをも

とにして議論を重ね、 

・携帯端末をかざすとキャプションが表示される

アプリケーションを開発。 

・抑留生活体験室の雰囲気を壊さない。 

・専門的な技術者でなくても、データの追加・更

新やキャプションの加除修正が可能なアプリに

すること。 

を目標とし、協力してアプリケーションの開発を行

いました。 

事業１ 

 

地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる  

 

本科４年生 

牧野雅司 

対象学生 

■アプリ開発のため 360°カメラで展示物を撮影（上・下） 

 

実 施 内 容 

 

■舞鶴引揚記念館での打合せ 

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 舞鶴工業高等専門学校 

２-２ 京都府北部の 

   埋もれた文化財の発見と活用 

人文科学部門 学科・部門 

担当教員 

地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 事業２ 
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前年度の「遠い聖地」に対し、今年度は「近い聖

地」をテーマに、講演会と見学会を実施しました。 

５／２９、舞鶴地方史研究会員の廣瀬邦彦氏を講

師に迎え、「江戸時代の元伊勢周辺ガイドブックー

『西国巡礼略打道中記』（1820）を読む」と題した

講演会を開催しました。この道中記は、舞鶴の糸井

文庫所蔵のもので、大阪の町人の手になる自筆で絵

入りの道中記で、当時の巡礼の様子をいきいきと今

に伝える貴重な資料です。今回は、廣瀬先生より、

元伊勢から松尾寺まで、北近畿のお参りの様子を解

説いただきました。道中記からはすでに観光化して

いた様子もうかがえ、三十三所は昔から宗教と観光

を兼ね備えた聖地であったことがわかるご講演であ

り、出席した１９名の学生諸君にとっても学ぶこと

が多かったと思われます。 

５／２２、５年生「現代社会と宗教」受講生２１

名が、西国三十三所の二九番になる松尾寺を見学し

ました。同寺の名誉住職 松尾心空和尚より、寺の成

立、巡礼の意義などを伺い、同寺所蔵の国宝や重文

を拝観した後は本堂など敷地内を見学して回りまし

た。心空和尚の軽妙にして深いお話、いくつも打ち

つけられた巡礼の札に残る歴史の重み、絹本普賢延

命像の美、北近畿の峰々を見晴らす絶景と、多くの

経験を得ることができたかと思います。 

１２／１８には２２名が西舞鶴の引土地区にある

寺社の中から、桂林寺、本行寺、円隆寺を巡りまし

た。中でも円隆寺は、いくつかの民間的な仏教信仰

の集積した場所として大変興味深い場所です。ま

た、周辺の地域は、近世、近代の町家が多く残る場

所でもあります。ほとんどの参加学生にははじめて

訪れる場所であり、舞鶴を学ぶ良い機会になりまし

た。 

なお、ＣＯＣ＋事業における本プログラムの５年

間の取組を、紀要論文「巡礼学びのプログラムにつ

いて」に掲載しています。 

 

実 施 内 容 

 

舞鶴工業高等専門学校 

２-３ 巡礼学びのプログラム 

事業２ 地域の学習と研究を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 

本科５年生 

吉永進一 

人文科学部門 学科・部門 

担当教員 

対象学生 

■ 本 行 寺 の 見 学 

 

■松尾寺  松尾心空和尚にお話を伺う 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

■舞鶴地方史研究会員  廣瀬邦彦氏の講演 
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令和元年度はＣＯＣ＋事業として、防災教育と

理科教育に関連する内容で、計６回の公開講座を

行いました。 

今年度も、昨年度までに引き続き、６月末から

７月にかけて開催された舞鶴市の八島商店街での

イベント「はまっこ夜の市」、１１月２日・３日

に開催された高専祭などの、多くの市民の皆さん

が参加するイベントにあわせて公開講座を開催し

ました。今年度は光や振動について学習するため

の公開講座を５回、防災に関する公開講座を１回

実施しました。６･７月の「はまっこ夜の市」の

際には４回の公開講座で述べ３１０名以上、１１

月の高専祭の際には２日間で２６０名以上の方

に、工作や実験に参加していただき、光の性質や

振動について学び、防災について考えてもらうこ

とができました。 

これらの公開講座には、延べ44名の学生が公開

講座当日や事前準備にスタッフとして参加しまし

た。学生たちは、公開講座の準備を通して地域に

ついて学習し、当日は地域の皆さんとの交流を深

めることができました。 

この、防災教育と理科教育に関する公開講座を

通して地域との関わりを持つという取り組みは、

今年度で５年目となります。このＣＯＣ＋事業に

よる取り組みを通して、学生達も我々教員も、地

域の抱える課題について考え、地域から学ぶため

の機会を数多く得ることができたと思います。 

 

実 施 内 容 

 

舞鶴工業高等専門学校 

３－１ 防災教育と理科教育 

事業３ 地域への公開講座を通じて学生の地域志向マインドを向上させる  

 

自然科学部門    上杉智子 

宝利 剛 

電気情報工学科    内海淳志 

金山光一 

電子制御工学科   石川一平 

建設システム工学科 加登文学 

学科・部門     担当教員 

■模型による土砂崩れ防止の実演 

 

■光の性質を利用した工作 

 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

対象学生 本科生、専攻科生 

■ 災 害 時 の 通 信 に 関 す る 展 示 

 

10



 
 

   
  

この事業では、電気情報工学科の学生および専

攻科生が参加して指導にあたる公開講座および出

前授業を実施しています。今年度は、舞鶴高専で

「夏休み太陽電池教室」(公開講座)を小学生対象

１回、中学生対象１回の計２回、舞鶴市にある大

浦会館と連携した「夏休み親子工作教室」（公開

講座）を１回、舞鶴市与保呂小学校で出前授業を

１回行いました。以下では、その一例を紹介しま

す。 

８月２４日（土）に、舞鶴市大浦会館にて、公

開講座「夏休み親子工作教室 ～作って学ぶソーラ

ーカー～」を開催しました。対象は小学生とその

保護者です。この公開講座の準備・実施には電気

情報工学科１年生５名が参加しました。学生ら

は、準備の段階でソーラーカーを自ら調べて作り

上げたこともあり、当日は細かなところまで熱心

に指導する様子が見られました。「太陽電池がな

ぜ発電するのか」を自ら学び、「どのように組み

合わせると上手くモータが動くか」などを小学生

に説明するなど、高専の授業だけでは修得するこ

とのできないものが得られたようです。 

参加者は舞鶴市在住の小学生 17名とその保護者

11名、計28名の参加があり、はんだ付けやスチロ

ールカッターを使って、親子で熱心に工作に取り

組んでいただきました。講座終了時には、「太陽

電池のしくみが知れてよかった。」、「ちょうせ

いがむずかしかったけど、できたときはすごくう

れしかった。」等の発言があり、今回の公開講座

をきっかけとして、より一層ものづくりに興味を

持ってもらえたものと思います。 

 

 

本科生、専攻科生 

内海 淳志 

井上 奏仁 

３-２ 電気電子工作、プログラミング 

対象学生 

舞鶴工業高等専門学校 

事業３ 

■夏休み親子工作教室（小学生対象）の様子 

 

地域への公開講座を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 

電気情報工学科 学科・部門 

 

担当教員 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

実 施 内 容 

 

■夏休み親子工作教室（小学生対象）の説明 

■夏休み太陽電池教室（小学生対象）の様子 
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本事業では、iＰａｄプログラミングによりＬＥＧ

Ｏロボットを動かす出前授業や公開講座の補助を本校

学生が経験することにより、学生の地域指向マインド

を強化しました。今年度は、京都府北部地域を中心に

出前授業を３回、公開講座を２回実施しました。 

出前授業や公開講座では、センサ、コンピュータ、

アクチュエータという自動制御の基本要素を説明し、

卒業研究で開発した二輪スケートボードの自動制御を

体感してもらいました。つぎに、受講者それぞれが i

Ｐａｄで図面を見ながらＬＥＧＯロボットを組み立て

ました。そして、順序処理、分岐処理、反復処理を説

明した後、タッチセンサのＯＮ/ＯＦＦによりＬＥＧ

Ｏロボットの音が切り替わるプログラムを iＰａｄに

より作成しました。また、超音波センサによりＬＥＧ

Ｏロボットの障害物回避を行うプログラムを作成しま

した。 

出身地域や出身校で実施した学生も多くおり、自分

の知識を活かして地域に貢献することの大切さを学ぶ

良い機会となりました。 

電子制御工学科 

１，４，５年生 

川田昌克、高木太郎 

対象学生 

 

実 施 内 容 

 

電子制御工学科 

 

 

 

学科・部門 

担当教員 

舞鶴工業高等専門学校 

事業３ 

３-３ 小中学生ロボコン大会 

地域への公開講座を通じて学生の地域志向マインドを向上させる 

ＣＯＣ＋プログラム  

令和元年度の取り組み 

■舞鶴市立和田中学校（中学２年生） 

 

 

 

■舞鶴市立若浦中学校（中学３年生） 

 

 

■北部産業創造センター（小学５・６年生、中学生） 
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